
【児童観】 

 本学級の児童は，１学期からほぼ毎時間スモ

ールトークをしてきた。初めは，その単元の進

出表現のみを使用したやり取りが中心だった

が，最近では内容・目的に応じて既習事項を活

用して知りたいことを相手に質問したり，それ

に対して自分の本当のことを言ったりできる児

童もでてきており，その場のライブ感を楽しみ，

英語で話す自信がついてきている様子が見られ

る。この言語活動を学級全体に広めていくため

に，３学期は，「困ったこと・言えなかったこと」

があれば発表させ，既習表現に結び付けられる

よう指導の工夫を始めたところである。 

「書くこと」においては，慣れ親しんだ表現

を少しずつ書いていくことで負担感を感じる児

童は減ってきており，教科書以外で表現したい

語彙を辞書で積極的に調べるようにもなってき

た。「読むこと」においては，文字付絵カードの

提示・Sounds and Letters の活用を通して，少

しずつ慣れてきている程度である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国語活動学習指導案 

指導者 T1  奥 真理子 

T2  

 

１ 日 時  平成 31 年 1 月 29 日 （火）第５校時 

２ 学 年  第５学年１組（24 名） 

３ 単元名  あこがれの人（ ） 

４ 単元について  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元目標 

【単元観】 

 本単元では，学級の友達のことをもっと知る

ために，ヒーロー発表会をして感想を伝え合う

ことを最終的なゴールに設定した。 

児童は，自分のことを他者に伝える一人称に

加え，Unit5 で初めて三人称「He」「She」に出

会い，can を用いて他者についても伝え合う活

動をしてきた。この１年間で様々な語句や表現

を学んできたが，各単元の言語材料を場面に応

じて活用できるようになるためには，児童にと

って意味のあるさまざまな場面で繰り返し使わ

せることが大切である。本単元では，既習事項

である can に加え，be good at～「～が得意で

ある」の表現に出会う。自分のできることや得

意なことを友達と交流したり認め合ったりする

学級の雰囲気を大切にし，自尊感情を高めてい

きたい。また，ヒーロー発表会やその練習のよ

りどころにするために伝えたい内容を表す語句

や表現を用いて原稿を書く・読むという目的を

もたせて取り組ませていく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導観】 

 指導に当たっては，まずスモールトークで担任や ALT のヒーローを写真付きで紹介し，おおよその

内容を推測させ，単元のゴールイメージをもたせる。そして，「自分にとってあこがれの人・尊敬する

人って誰だろう…。〇〇を紹介したいな！」という意欲につなげたい。あこがれの人は，身近な家族

や友達だけでなく，大好きなスポーツ選手や偉人など本当に自分が紹介したい人を自分で決定させる

ことで，理由（～できるから・～が得意だから・～な人だから等）も伝えたいという気持ちが高まり，

ゴールに向かうまでの各時間の学習が児童にとって意味のある活動になると考える。 

単元の前半は，「be good at～ing」の表現に出会い，友達とのインタビューを通して自分や相手の

「得意なこと」について尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しませる。後半は，「

」等も取り入れ，三人称の や を用いて第三者の「できること」や「得意なこ

と」を紹介する表現を何度も聞いたり言ったりさせる。このように音声で十分慣れ親しんだ表現を用

い，ヒーロー紹介文を毎時間１文ずつ書き溜めていく。 

本時においては，友達の書いた文をいきなり読ませるのではなく，その友達が書いた内容に関連す

るイラストを選びながら意味を捉えられるようにし，細かいステップを踏んで読むことにつなげてい

く。さらに，グループで確認して読ませることで，安心感をもたせたい。 

このように小学校高学年においては，細かい英文の読み取りを求めるのではなく，視覚教材を理解

の助けとして読ませるような活動を工夫して取り入れていくことで，児童に「読むこと」に対してま

ずは慣れ親しませ，自信や意欲を高めていくことが大切だと考えている。 

 

 

 



５ 単元目標 

【コ】他者に配慮しながら，自分があこがれたり尊敬したりする人について，自分の意見を含めて紹

介し合おうとする。  

【慣】得意なことについて，聞いたり言ったりする表現に慣れ親しむ。 

    音声で十分に慣れ親しんだ語句や表現を推測しながら読んだり，例を参考に書き写したり書い

たりすることに慣れ親しむ。 

【気】文字には音があることに気付く。 

 

６ 単元の評価規準 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き 

① 相手を意識して，できること

や得意なことを尋ねたり答

えたりし，伝え合おうとして

いる。 

② 他者に配慮しながら，自分や

第三者のできることや得意

なことを，考えや気持ちを含

めて紹介し合おうとしてい

る。 

① 自分や第三者についてでき

ることや得意なことを聞い

たり言ったりしている。 

② 簡単な語句や基本的な表現

で書かれた文を読んで，意味

を捉えている。 

③ 例を参考に，自分や第三者の

できることや得意なこと，自

分の意見を書き写したり書

いたりしている。 

①アルファベットの文字（活字

体）の読み方には，名称のほ

かに音があることに気付いて

いる。 

 

７ 単元ゴール 

コミュニケーションの 

目的・場面・状況 

学級の友達のことをもっと知るために，ヒーロー発表会をして，感想を伝

え合う。  

目指す発話例 
←（ ）

 

 

８ 言語材料（下線は新出表現，語彙） 

主な表現 主な語彙 

～

状態・気持ち

その他児童が選んだヒーローに関する語彙

 

９ 単元計画（全８時間） 

時 目標（◆），主なやり取り等  ・＝誌面化されている活動 評価規準・評価方法 

１ ◆単元のゴールを知り，学習の見通しをもつ。 

◆得意なことの表現の仕方を知る。 

・ １ ・ ・

・ ・ ・

【慣①，気①】 

行動観察・発言・ワ

ークシート・振り返

りカード分析 



 

２ ◆第三者のできることを含めた話を聞き取るとともに，できることを尋ね

たり答えたりして慣れ親しむ。 

◆自分のあこがれの人を決め，その人ができることを例を参考に書く。 

★ ・ ２  ・

・ ・ ・

【慣①，③】 

行動観察・発言・ワ

ークシート・振り返

りカード分析 

３ ◆第三者のできることや得意なことを聞いたり言ったりする。 

◆自分のあこがれの人が得意なことを例を参考に書く。 

★ ・ ・ ・  

・ ・ ・

【慣①，③】 

行動観察・発言・ワ

ークシート・振り返

りカード分析 

４ ◆自分や第三者についてできることや得意なことについて聞いたり言っ

たりする。 

◆自分のあこがれの人がどんな人かを例を参考に書く。 

★ ・ ・  ・

・ ・

【コ①，慣②】 

行動観察・発言・ワ

ークシート・振り返

りカード分析 

５ 

 

◆自分や第三者についてできることや得意なことについて聞いたり言っ

たりする。 

★ ・ ・ ・

・ ・ ・

【コ①】 

行動観察・発言・振

り返りカード分析 

６ ◆あこがれの人の話を聞き，その人のできることや得意なことなどが分か

る。 

◆自分のあこがれの人ができることや得意なことについて，語順に注意し

ながら今まで書いたものを書き写す。 

★ ・ ・ ・

・ ・
 

 

～

【慣②，慣③】 

行動観察・発言・ワ

ークシート・振り返

りカード分析 

７ 

本

時 

◆友達のあこがれの人について書かれた文を読み，意味が分かる。 

◆アルファベットの文字には，名称のほかに音があることに気付き，文字

の音に慣れ親しむ。 

・ ★ ・

・

【慣②，気①】 

行動観察・発言・ワ

ークシート・振り返

りカード分析 

８ ◆他者に配慮しながら，自分のあこがれの人について，自分の意見を含め

て伝えようとする。 

・ ・ ・  

【コ②】 

行動観察・発言・振

り返りカード分析 



10 本時の計画 

(1) 目標 

・友達のあこがれの人について書かれた文を読み，意味が分かる。 

・アルファベットの文字には，名称のほかに音があることに気付き，文字の音に慣れ親しむ。 

(2) 評価規準 

【慣】友達のあこがれの人について書かれた文の内容と関連した絵を選び，内容を捉えている。    

【気】同じ言葉で始まる単語２つを見て，最初のアルファベットの音を考えながら小文字を書いて 

いる。 

(3) 準備物 

絵カード，ワークシート，ヒーロー紹介文（＋関連するイラスト）・振り返りカード 

(4) 展開 

児童の活動 
指導者の活動・使用英語例 

◎評価規準 
T1 T2(ALT) 

１ 挨拶をし，ジングルを言って書く。

  ・

〇挨拶をする。

〇最初の音に注目させ，最

初の小文字を書かせる。

〇

〇  

 

【気】◎同じ言

葉で始まる単語

２つを見て，最

初のアルファベ

ットの音を考え

ながら小文字を

書いている。〈行

動観察・ワーク

シート〉 

２ 活動の見通しをもつ。

３ Small Talk 

① 教師同士→ と児童 
② 児童同士→他者紹介

 （友達の得意なこと・できることを知るため）

②

４ 【 】  

 【 】

  

〇新出表現のみのやり取り

ではなく，既習表現も取

り入れた言語活動を通し

て，定着を図る。

①

 

〇 （ ）の表

現に親しませ，即興でヒ

ントを出したり質問した

りする意欲を高める。

 

 

 

〇多くのやり取りを経験さ

せるため，毎時間ペアの

相手やクイズを変える。 

→反応も変わる 

〇

 

 

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ ～

～ ～

～

～

～

～

～

～   

友達のヒーロー紹介文をイラストと組み合わせて読み，意味を理解しよう。 

 

スモールトーク後，分かったことを，

She(He)を使っての紹介につなげる。 

～

～

～

～

～

…

状況によって ・ ・

等既習表現も使う



５ 友達が書いたヒーロー紹介文を読み，

意味を捉える。

① 文を読み，内容に合う絵を選ぶ。

② 声に出して読む。

（児童の文例）

③ 班で読み合い，内容を確認する。

 ④ 書いた友達を予想し，渡しに行く。

  →（練習…自分のヒーローを紹介する）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇中間評価→再チャレンジ 

・よい児童を評価。 

・困ったこと・言いたかっ

た表現があれば発表さ

せ，既習表現が使えない

か全体で考えさせる。  

 

 

 

 

 

 

○友達のイラストや絵カー

ドが，読む際の理解の助

けとなるように工夫し，

推測しながら読ませる。 

（違う班の紹介文・イラス

トを配布する。） 

 

 

 

 

 

〇班で再度読み合うこと

で，イラストと内容が合

っているか相談・確認し，

意味を捉えさせる。 

 

 

〇書いた友達に渡した際

に，ヒーロー紹介をさせ

る。（次時の練習になる） 

 →渡した児童は，聞くこ

とで，自分が捉えた意味

や読み方が合っていたの

かを確認できる。 

〇

 

○

○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【慣】 

◎友達のあこが

れの人について

書かれた文の内

容と関連した絵

を選び，内容を

捉 え て い る 。    

ている。〈紹介メ

モ・イラスト・

行動観察・発言〉

６ 本時の授業を振り返る。

  

〇本時のめあてを再確認

し，振り返らせる。

（言語面・内容面の振り返

りを取り上げる）

〇  

〇

（例）友達が書いた文を読んでイラストを選ぶことができた。意味が

だいたい分かった。次のヒーロー発表会では，自分のヒーローを友

達にしっかりと伝えたい。

（例）スモールトークでは，得意なことを表す言い方に大分慣れてき

た。〇〇さんのヒーローは〇〇だった。なるほどなあと思った。〇

〇が得意なのは私と同じだった。 



11 板書計画 

 ○め 友達のヒーロー紹介文をイラストと組み合わせて読み，意味を理解しよう。 

 

                      

            

 

【単元のゴール】 

学級の友達のことをもっと知るために， 

ヒーロー発表会をして，感想を伝え合う。 

 

動作に関する絵カード ～

～

状態・気持ちを表す 

絵カード 

～


